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調査概要
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１．調査目的
本調査は、仙台空港直行便就航中の国に在住している旅客の出入国空港分析を行い、今後の仙台空港利用者促進策策定の
基礎資料を得ることを目的とする。

２．使用データ
平成30年度に国土交通省航空局が実施した、国際航空旅客動態調査の調査票データを基に集計を行う。

３．対象
仙台空港直行便就航中の国の国籍を有する旅客を対象とし、旅行中に東北6県を訪問した旅客の入国空港および出国空港を集計する。
具体的には大韓民国、中華人民共和国、台湾、タイ王国の国籍を有する旅客を対象とする。
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N=133

回答国籍“大韓民国”旅客の日本出入国空港
(東北6県を訪問した旅客のみ)

出典：国土交通省航空局「平成30年度 国際航空旅客動態調査」より作成
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N=269

回答国籍“中華人民共和国”旅客の日本出入国空港
(東北6県を訪問した旅客のみ)

出典：国土交通省航空局「平成30年度 国際航空旅客動態調査」より作成
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N=448

回答国籍“台湾”旅客の日本出入国空港
(東北6県を訪問した旅客のみ)

出典：国土交通省航空局「平成30年度 国際航空旅客動態調査」より作成
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N=11

回答国籍“タイ王国”旅客の日本出入国空港
(東北6県を訪問した旅客のみ)

出典：国土交通省航空局「平成30年度 国際航空旅客動態調査」より作成


